
グローバルな視点で活躍し、イノベーションを担う人材の育成に資する英語教育や理数教育

の充実を図りながら、未来を切り拓いていくために必要な新たな価値を生み出す創造性と多様

な他者と協働して行動できる人材を育みます。

施策

⑧ 教育ＤＸの推進

⑨ グローバルに活躍する人材の育成

⑩ 新たな価値を創造する人材の育成

（令和 ）年度の施策の展開

２ 新たな時代を創造する人材を育む教育の推進

※ 施策ごとに （令和 ）年度の取組方針、主な取組、取組の進捗、参考について記

載しています。

※ 【主な取組】の見方

➢ 主な取組を取組主体別に記載しています。

■：山口県教育振興基本計画に示す主な取組

○：主な取組の柱

・：具体的な取組内容

新新： （令和 ）年度の新規事業関連の取組

新： （令和 ）年度の予算計上を伴わない新たな取組

拡： （令和 ）年度の拡充する取組

➢ 予算の欄には、関連資料（令和 年度教育委員会当初予算の概要）のページ数を記載しています。

➢ 参考に説明資料等を掲載している取組や資料名には下線を引いています。

注 各施策の参考に記載している＜国参考資料＞及び＜県参考資料＞には、その他の関連資料、閲覧す

るためのＵＲＬや二次元コードを示しています。情報の更新等によりアクセスできなくなる可能性が

あります。

２　新たな時代を創造する人材を育む教育の推進
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⑧⑧ 教教育育ＤＤＸＸのの推推進進
【 令和７ 年度の取組方針】
◆ 「やまぐちスマートスクール構想 ※１」の推進に取り組みます。
◆ 児童生徒の情報活用能力※２の育成に向けて、１人１台タブレット端末の活用を促進する
とともに、教職員のＩＣＴ活用指導力の向上を図ります。

◆ 主体的に学ぶことができる児童生徒の育成と誰一人取り残されることのない教育を実現
するため、教育ダッシュボードの活用を推進します。

◆ ＩＣＴの校務への活用を推進し、校務の効率化と利便性の向上を図ります。
【主な取組】（担当課：教育情報化推進室／教職員課／義務教育課／高校教育課／

特別支援教育推進室／学校安全・体育課／やまぐち総合教育支援センター）

主主なな取取組組とと内内容容 主主なな取取組組主主体体 予予算算

■ ＩＣＴを活用した児童生徒の資質能力の育成

○ 児童生徒の情報活用能力の育成
・ これまでの教育実践とＩＣＴ環境やＡＩ等の先端技術のベストミックスによる学びの充実
・ 各教科等の特質に応じた、情報技術を適切に活用した学習活動の充実
・ 総合的な学習（探究）の時間等、地域や社会での学習における１人１台タブレット端末の活用

学校
（小・中・高・特）

○ 情報モラル教育の充実
・ 「情報モラル教育年間指導計画」に基づく情報モラル教育の充実（高・特）
・ 情報モラル教育に関する研修会等の実施
・ 活用型情報モラル教材「ＧＩＧＡワークブックやまぐち※３」の活用

県教委
市町教委
学校

（小・中・高・特）

○ １人１台タブレット端末の日常的な活用の促進

・ １人１台タブレット端末を用いた効果的な実践例の創出及びオンラ
インコミュニティ等を活用した横展開

・ １人１台タブレット端末の家庭への持ち帰りによる家庭学習での活
用の促進

県教委
市町教委
学校

（小・中・高・特）

拡 「生成ＡＩを活用した家庭と学校の学びの好循環創出事業」による

１人１台タブレット端末の活用の促進

県教委

市町教委

学校（中）

○ デジタル人材に必要な資質能力の育成

・ ＩＣＴの活用に係るコンテスト及びＡＩやプログラミングの基礎を学ぶ講座等の開催 県教委

・ 「ＤＸハイスクール推進事業」による、デジタル等成長分野を支え

る人材育成につながる学びの強化に取り組む学校に整備した環境を活

用した教育活動の推進

県教委
学校（高）

■ 教職員のＩＣＴ活用指導力の向上

○ 教職員のＩＣＴ活用指導力のレベルに応じた研修の実施
・ ＩＣＴや情報・教育データの利活用について各キャリアステージに
おいて求められる資質能力の向上に資する研修の実施

県教委
市町教委

○ 多様な研修機会の提供
・ 専門研修やサテライト研修、独立行政法人教職員支援機構（ＮＩＴ
Ｓ）山口大学センターと連携した研修、オンライン研修等の実施

・ 「やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）※４」での研修コンテンツの提供

県教委
市町教委

■ ＩＣＴを活用するための環境の整備

○ ＩＣＴ環境の維持・充実

新新 「教育ＤＸ推進に向けた県立学校ネットワーク高速化事業」による、

さらなる県立学校の教育ＤＸを推進する環境の構築
県教委

グローバルな視点で活躍し、イノベーションを担う人材の育成に資する英語教育や理数教育

の充実を図りながら、未来を切り拓いていくために必要な新たな価値を生み出す創造性と多様

な他者と協働して行動できる人材を育みます。

施策

⑧ 教育ＤＸの推進

⑨ グローバルに活躍する人材の育成

⑩ 新たな価値を創造する人材の育成

（令和 ）年度の施策の展開

２ 新たな時代を創造する人材を育む教育の推進

※ 施策ごとに （令和 ）年度の取組方針、主な取組、取組の進捗、参考について記

載しています。

※ 【主な取組】の見方

➢ 主な取組を取組主体別に記載しています。

■：山口県教育振興基本計画に示す主な取組

○：主な取組の柱

・：具体的な取組内容

新新： （令和 ）年度の新規事業関連の取組

新： （令和 ）年度の予算計上を伴わない新たな取組

拡： （令和 ）年度の拡充する取組

➢ 予算の欄には、関連資料（令和 年度教育委員会当初予算の概要）のページ数を記載しています。

➢ 参考に説明資料等を掲載している取組や資料名には下線を引いています。

注 各施策の参考に記載している＜国参考資料＞及び＜県参考資料＞には、その他の関連資料、閲覧す

るためのＵＲＬや二次元コードを示しています。情報の更新等によりアクセスできなくなる可能性が

あります。
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※１ やまぐちスマートスクール構想 ：１人１台タブレット端末などのデジタル学習基盤の充実・強化とさら

なる活用促進により、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実や、誰一人取り残されない学びの保障、

子どもと向き合う時間を確保するための働き方改革の推進など、デジタルを活用してリアルな学びを充実させ、

子どもたちの可能性を広げる構想

※２ 情報活用能力：必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理・比較し

たり、得られた情報を分かりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・共有することができる力。学習活

動を遂行する上で必要となる情報手段の基本的な操作の習得や、プログラミング的思考、情報モラル、情報セ

キュリティ、統計等に関する資質能力等を含む。

※３ ＧＩＧＡワークブックやまぐち：県教委が（一財） みらい財団と連携し作成した、ＩＣＴを活用した学

びに焦点を当てた情報モラル教材。端末利用時の注意点や適切なコミュニケーション方法など、ＩＣＴの活用

場面ごとにそれぞれのテーマで学ぶことができる。

※４ やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）：ＩＣＴを授業や校務において効果的に活用できる

情報を集積したウェブサイト。タブレット端末を活用した授業や探究的な学びに関する資料等を多数掲載して

いる。

※５ ＢＹＡＤ：指定された端末を個人が私費で購入し、学校や家庭で活用すること（

の略）

新新 高校段階における１人１台端末整備のＢＹＡＤ※５化に向けた補助

制度等の周知及び購入サイトの開設
県教委

・ 「山口県公立学校情報機器整備基金」を活用した、１人１台タブレ

ット端末等の計画的な更新

県教委

市町教委

○ 教育ダッシュボードの活用

・ 個人情報の適正な取扱いを確保した、教育ダッシュボードの運用・
改修

県教委
市町教委

・ 校務や学習の教育データの可視化を通じた支援や指導の改善・充実
学校
（高）

■ ＩＣＴ活用推進体制の整備と校務の改善

○ 教職員の日常的なＩＣＴ活用のサポート

・ ＩＣＴ支援員※６の配置

・ 「やまぐちＧＩＧＡスクール運営支援センター」の設置

県教委

市町教委

○ ＩＣＴ活用の推進等に向けた体制の整備

・ 「県立学校教育ＤＸ推進協議会」での協議による、県立学校の

ＩＣＴの効果的な活用の推進
県教委

・ 県教委と市町教委で構成する「山口県教育ＩＣＴ推進協議会」にお

ける、市町間のＩＣＴの利活用状況・好事例の共有

県教委

市町教委

○ ＩＣＴを活用した業務の効率化

・ クラウドサービス※７を活用した校務ＤＸの推進

・ 校務における生成ＡＩの活用推進

学校

（小・中・高・特）

拡 クラウド型採点システム※８や統合型校務支援システム※９の活用
学校

（高・特）

・ 市町の統合型校務支援システムの共同利用

市町教委

学校

（小・中）

新新 公立高等学校における入学者選抜のＷＥＢ出願システムの導入

県教委

学校

（中・高）

２　新たな時代を創造する人材を育む教育の推進
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※６ ＩＣＴ支援員：学校における教職員のＩＣＴ活用（例えば、授業、校務、教職員研修等の場面）をサポート

することにより、ＩＣＴを活用した授業等を教職員がスムーズに行うための支援を行う者

※７ クラウドサービス：ネットワークから提供される情報処理サービスで、ネットワークとの接続環境さえあれ

ばネットワークに接続している特定のコンピュータや通信ネットワーク等の情報処理基盤を意識することな

く情報通信技術の便益やアプリケーションを享受可能にするもの

※８ クラウド型採点システム：答案用紙をスキャンしたデータをクラウド上に保存し採点するシステムであり、

選択式の解答の自動採点や得点の自動集計等の機能を有するもの

※９ 統合型校務支援システム：教務系（成績処理、出欠管理、授業時数管理等）、保健系（健康管理、保健室来室

管理等）、学籍系（指導要録等）、学校事務系等を統合した機能を有しているシステム

主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値

目標値

令和９ 年度

学習者用端末を活用した学習活動に、
情報活用能力の向上の効果があると感
じている生徒の割合（特別支援学校を
除く県立学校）

％

令和４ 年度

％％

令令和和６６ 年年度度

情報活用の基盤となる知識や態度につ
いて指導する能力を有する教員の割合
（公立小・中・高等学校、中等教育学校、
特別支援学校）

％

令和３ 年度

％％

令令和和５５ 年年度度

授業にＩＣＴを活用して指導する能力
を有する教員の割合（公立小・中・高等
学校、中等教育学校、特別支援学校）

％

令和３ 年度

％％

令令和和５５ 年年度度

教育ダッシュボードで可視化した教育

データを活用している学校の割合（県

立学校）

％

令和４ 年度

％％

令令和和６６ 年年度度

取取組組のの進進捗捗 pp--dd--CChheecckk--aa  

参参考考

「「ややままぐぐちちススママーートトススククーールル構構想想 」」のの推推進進 （担当：教育情報化推進室

※１ やまぐちスマートスクール構想 ：１人１台タブレット端末などのデジタル学習基盤の充実・強化とさら

なる活用促進により、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実や、誰一人取り残されない学びの保障、

子どもと向き合う時間を確保するための働き方改革の推進など、デジタルを活用してリアルな学びを充実させ、

子どもたちの可能性を広げる構想

※２ 情報活用能力：必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理・比較し

たり、得られた情報を分かりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・共有することができる力。学習活

動を遂行する上で必要となる情報手段の基本的な操作の習得や、プログラミング的思考、情報モラル、情報セ

キュリティ、統計等に関する資質能力等を含む。

※３ ＧＩＧＡワークブックやまぐち：県教委が（一財） みらい財団と連携し作成した、ＩＣＴを活用した学

びに焦点を当てた情報モラル教材。端末利用時の注意点や適切なコミュニケーション方法など、ＩＣＴの活用

場面ごとにそれぞれのテーマで学ぶことができる。

※４ やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）：ＩＣＴを授業や校務において効果的に活用できる

情報を集積したウェブサイト。タブレット端末を活用した授業や探究的な学びに関する資料等を多数掲載して

いる。

※５ ＢＹＡＤ：指定された端末を個人が私費で購入し、学校や家庭で活用すること（

の略）

新新 高校段階における１人１台端末整備のＢＹＡＤ※５化に向けた補助

制度等の周知及び購入サイトの開設
県教委

・ 「山口県公立学校情報機器整備基金」を活用した、１人１台タブレ

ット端末等の計画的な更新

県教委

市町教委

○ 教育ダッシュボードの活用

・ 個人情報の適正な取扱いを確保した、教育ダッシュボードの運用・
改修

県教委
市町教委

・ 校務や学習の教育データの可視化を通じた支援や指導の改善・充実
学校
（高）

■ ＩＣＴ活用推進体制の整備と校務の改善

○ 教職員の日常的なＩＣＴ活用のサポート

・ ＩＣＴ支援員※６の配置

・ 「やまぐちＧＩＧＡスクール運営支援センター」の設置

県教委

市町教委

○ ＩＣＴ活用の推進等に向けた体制の整備

・ 「県立学校教育ＤＸ推進協議会」での協議による、県立学校の

ＩＣＴの効果的な活用の推進
県教委

・ 県教委と市町教委で構成する「山口県教育ＩＣＴ推進協議会」にお

ける、市町間のＩＣＴの利活用状況・好事例の共有

県教委

市町教委

○ ＩＣＴを活用した業務の効率化

・ クラウドサービス※７を活用した校務ＤＸの推進

・ 校務における生成ＡＩの活用推進

学校

（小・中・高・特）

拡 クラウド型採点システム※８や統合型校務支援システム※９の活用
学校

（高・特）

・ 市町の統合型校務支援システムの共同利用

市町教委

学校

（小・中）

新新 公立高等学校における入学者選抜のＷＥＢ出願システムの導入

県教委

学校

（中・高）

２　新たな時代を創造する人材を育む教育の推進
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入学者選抜手続きのデジタル化を進め、Ｗ 上で出願の手続きが完結する環境を整備するこ

とで、生徒・保護者の利便性向上と、中学校・高等学校教職員の抜本的な負担軽減を図ります。

＜＜県県参参考考資資料料＞＞

教育情報化推進室 「やまぐちスマートスクール構想 」の推進

教育情報化推進室 やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）

公公立立高高校校入入学学者者選選抜抜ＷＷＥＥＢＢ出出願願シシスステテムム 担当：高校教育課

２　新たな時代を創造する人材を育む教育の推進
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⑨⑨ ググロローーババルルにに活活躍躍すするる人人材材のの育育成成
【 （令和７）年度の取組方針】

◆ 小・中・高等学校の連携を一層促進するとともに、言語活動を通した指導の充実や指導

と評価の一体化を進め、英語でコミュニケーションを図る資質能力の確実な育成を推進し

ます。

◆ 児童生徒の国際的視野を広げ、英語学習に主体的に取り組む態度を育成するため、海外

姉妹校との連携強化や留学生の受入れ、オンラインも含めた国際交流の機会の充実に取り

組みます。

◆ 世界に向けた広い視野と地域の身近な問題を意識する視点の両方をもつ人材を育成する

ため、国際協調・協力を実践する態度等を育む教育活動を推進するとともに、地域課題に

ついて探究する機会の充実を図ります。

【主な取組】 （担当課：高校教育課／義務教育課）

主主なな取取組組とと内内容容 主主なな取取組組主主体体 予予算算

■ 英語によるコミュニケーション能力の育成

○ 校種間連携による英語教育の一層の推進

・ 「小中高連携英語教育推進校連絡協議会」の開催等による各地域の

計画的な取組の促進

県教委

市町教委

・ 小中高連携英語教育推進校における校種間連携を視点とした研究に

よる指導方法の工夫・改善

学校

（小・中・高・特）

○ 指導と評価の一体化の推進、ＩＣＴ等の研修の充実

・ 小・中学校英語指導力スキルアップ研修会の開催

・ 英語によるコミュニケーション能力を育成するためのＩＣＴ活用を促進する研修の実施

・ 外国語指導助手（ＡＬＴ）と日本人教員を対象とした「山口県

外国語指導助手指導力等向上研修会」の実施

県教委

市町教委

・ ＣＡＮ－ＤＯリストの活用
・ 言語活動の充実やＩＣＴの活用による指導方法の工夫・改善

学校

（小・中・高）

○ 小学校専科教員の配置

・ 小学校英語専科教員等の配置
県教委

市町教委

・ 配置校・兼務校を中心とした英語教育に関する校内研修の充実
学校

（小）

○ デジタル教科書の活用促進

・ 各研修会におけるデジタル教科書の効果的な活用の促進
県教委

市町教委

・ デジタル教科書を効果的に活用した授業改善
学校

（小・中）

■ 海外との交流の促進

○ 海外の教育機関との交流機会の充実

・ 韓国慶尚南道から訪問団を招き、高校での授業体験・意見交換等を

通した相互交流や産業・文化施設訪問等による異文化体験を実施（高）

（交流テーマ：「ＳＤＧｓ」、実施時期： 月以降を予定）

県教委

・ オンラインを活用した海外の学校等との交流の実施

・ 海外姉妹校との交流の実施

学校

（小・中・高・特）

入学者選抜手続きのデジタル化を進め、Ｗ 上で出願の手続きが完結する環境を整備するこ

とで、生徒・保護者の利便性向上と、中学校・高等学校教職員の抜本的な負担軽減を図ります。

＜＜県県参参考考資資料料＞＞

教育情報化推進室 「やまぐちスマートスクール構想 」の推進

教育情報化推進室 やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）

公公立立高高校校入入学学者者選選抜抜ＷＷＥＥＢＢ出出願願シシスステテムム 担当：高校教育課
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主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値

目標値
令和９ 年度

中学校卒業段階で英検３級相当以

上、高等学校卒業段階で英検準２

級相当以上を達成した中高生の割

合

中学校卒業段階

％

高等学校卒業段階

％

令和４ 年度

中中学学校校卒卒業業段段階階

％％

高高等等学学校校卒卒業業段段階階

％％

令令和和５５ 年年度度

中学校卒業段階

％

高等学校卒業段階

％

高等学校卒業段階で英検２級相当

以上を達成した高校生の割合

％

令和４ 年度

％％

令令和和５５ 年年度度
％

海外の教育機関等と交流した県立

学校の割合（オンラインによる交

流も含む）

％

令和４ 年度

％％

令令和和５５ 年年度度
％

○ 海外留学の促進及び留学生の受入れによる国際交流機会の充実

・ 海外留学に必要な経費の一部を補助（高）

（留学先：オーストラリア、実施時期：７月末～８月中旬

人数：上限 人、補助金額： 千円／人［予定］）

・ 海外留学への関心を喚起し、留学に対する意欲や機運を醸成する

留学フェアの開催（中・高）

県教委

・ 留学支援事業の周知や留学フェア等への参加・協力

・ 国補助事業「アジア高校生架け橋プロジェクト＋（プラス）」等を

活用した留学生の受入れ（高）

学校

（中・高・特）

○ ＡＬＴの活用の一層の促進

・ 県、市町主催事業や学校での教育活動におけるＡＬＴの参画促進
県教委

市町教委

・ 教育活動におけるＡＬＴの参画機会の充実
学校

（小・中・高・特）

■ グローバル・リーダーの育成

○ 海外におけるグローバルな視野を育む教育の推進

・ 「東部地域グローカル人材育成事業」による海外研修等の実施（中・高）
県教委

○ 地域課題をグローバルな視点で探究する学習活動の推進

・ 「やまぐちの未来を創る！フロントランナー育成事業」による地域

課題を探究するセミナーの実施（高）
県教委

・ 地域課題をグローバルな視点で探究する学習活動の一層の充実
学校

（小・中・高）

○ 大学等の教育機関と連携した深い学びの推進

・ 「やまぐち発！グローバル・リーダー育成事業」による、米国スタ

ンフォード大学と連携したオンラインプログラム「スタンフォード

ｅ－Ｙａｍａｇｕｃｈｉプログラム」の実施（高）

・ 「東部地域グローカル人材育成事業」における、大学生と協働した

探究活動の実施（中・高）

県教委

取取組組のの進進捗捗 pp--dd--CChheecckk--aa  
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英英語語にによよるるココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの育育成成

担当：義務教育課／高校教育課

参参考考

海海外外ととのの交交流流のの促促進進、、ググロローーババルル・・リリーーダダーーのの育育成成

担当：高校教育課

ややままぐぐちち発発！！ググロローーババルル・・リリーーダダーー育育成成事事業業

短期留学プログラム 

短期留 参加 よ 、グロ バ   躍しよう 

   意欲 向上 せ 取組 

スタンフォード プログラム 
     オンライン講義 受け、 

英語  積極性等 向上 せ 取組 

・ 短期留学： 日間（夏期） 名

・ 行 先：オーストラリアを予定

・ 総費用：約 万円

・ 補助額： 万円（定額：国庫 ）

参 加 者：県内高校生 名 実施時期： 月～２月 

内 容：オールイングリッシュによる 講座の受講、 

プレゼンテーション 

講座テーマ例：アメリカの高校生活、 

アメリカでの起業家教育、ＳＤＧｓ 

※ 修了生徒にはスタンフォード大学から修了証の発行 

やまぐち留学フェアの実施 

実施時期： 月中旬 実施会場：ＫＤＤＩ維新ホールを予定 

内 容：留学を促進するための講演、短期留学参加生徒の発表、山口県に留学している生徒・学生の発表、 

スタンフォード プログラム参加生徒の発表、留学相談コーナー、海外進学相談コーナー 等

山口から世界へ プログラム 世界へ視野 広げ、留   高 生 増加 せ 取組 

地域と地球規模で考え、世界へはばたくグローバル・リーダーの育成 

主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値

目標値
令和９ 年度

中学校卒業段階で英検３級相当以

上、高等学校卒業段階で英検準２

級相当以上を達成した中高生の割

合

中学校卒業段階

％

高等学校卒業段階

％

令和４ 年度

中中学学校校卒卒業業段段階階

％％

高高等等学学校校卒卒業業段段階階

％％

令令和和５５ 年年度度

中学校卒業段階

％

高等学校卒業段階

％

高等学校卒業段階で英検２級相当

以上を達成した高校生の割合

％

令和４ 年度

％％

令令和和５５ 年年度度
％

海外の教育機関等と交流した県立

学校の割合（オンラインによる交

流も含む）

％

令和４ 年度

％％

令令和和５５ 年年度度
％

○ 海外留学の促進及び留学生の受入れによる国際交流機会の充実

・ 海外留学に必要な経費の一部を補助（高）

（留学先：オーストラリア、実施時期：７月末～８月中旬

人数：上限 人、補助金額： 千円／人［予定］）

・ 海外留学への関心を喚起し、留学に対する意欲や機運を醸成する

留学フェアの開催（中・高）

県教委

・ 留学支援事業の周知や留学フェア等への参加・協力

・ 国補助事業「アジア高校生架け橋プロジェクト＋（プラス）」等を

活用した留学生の受入れ（高）

学校

（中・高・特）

○ ＡＬＴの活用の一層の促進

・ 県、市町主催事業や学校での教育活動におけるＡＬＴの参画促進
県教委

市町教委

・ 教育活動におけるＡＬＴの参画機会の充実
学校

（小・中・高・特）

■ グローバル・リーダーの育成

○ 海外におけるグローバルな視野を育む教育の推進

・ 「東部地域グローカル人材育成事業」による海外研修等の実施（中・高）
県教委

○ 地域課題をグローバルな視点で探究する学習活動の推進

・ 「やまぐちの未来を創る！フロントランナー育成事業」による地域

課題を探究するセミナーの実施（高）
県教委

・ 地域課題をグローバルな視点で探究する学習活動の一層の充実
学校

（小・中・高）

○ 大学等の教育機関と連携した深い学びの推進

・ 「やまぐち発！グローバル・リーダー育成事業」による、米国スタ

ンフォード大学と連携したオンラインプログラム「スタンフォード

ｅ－Ｙａｍａｇｕｃｈｉプログラム」の実施（高）

・ 「東部地域グローカル人材育成事業」における、大学生と協働した

探究活動の実施（中・高）

県教委

取取組組のの進進捗捗 pp--dd--CChheecckk--aa  
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＜＜国国参参考考資資料料＞＞

文部科学省／ 「外国語教育はこう変わる！」（随時更新）

文部科学省「高等学校外国語科におけるパフォーマンステスト参考資料」（Ｒ４ ７）

文部科学省「外国語の指導におけるＩＣＴの活用について」（Ｒ２ ９）

総務省「ＪＥＴプログラム外国語指導助手（ＪＥＴ－ＡＬＴ）活動事例集」（Ｒ５ ７）

文部科学省「英語教育改善プラン（平成 年度～）」

＜＜県県参参考考資資料料＞＞

高校教育課

ＩＣＴを活用した授業提案「外国語科における の活用について」（Ｒ６ １）

ＩＣＴを活用した授業提案「外国語科における の活用について」（Ｒ６ １）

東東部部地地域域ググロローーカカルル人人材材育育成成事事業業

１ 語学力育成プログラム 

（英会話レッスン） 

３ 国際交流体験プログラム 

（外国人との交流等） 

２ グローバル探究プログラム 

海外研修） 

４ ローカル探究プログラム 

（地域探究） 

ロ
ー
カ
ル
探
究 

自ら考え、物おじせず行動する力 

地域への意識・リーダーシップ 

語学力 

コミュニケーション力 

多様性や多文化共生への理解 

育てたい力 
５５ ググロローーカカルル・・ララボボ（（研研修修））
→事業全体を通じた研修事業
→グローバルとローカルの融合
→ローカライズ能力の育成

グ
ロ
ー
バ
ル
探
究 
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⑩⑩ 新新たたなな価価値値をを創創造造すするる人人材材のの育育成成
【 （令和７）年度の取組方針】

◆ 学習指導要領を踏まえ、児童生徒が主体的に課題を発見し、多様な人と協働しながら課

題を解決する探究学習やＳＴＥＡＭ教育等の教科等横断的な学習の充実を図ります。

◆ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて、普通科改革、先進的なグローバル・理数

系教育等を通じて、各高等学校等の特色化・魅力化を図ります。

◆ 整備されたＩＣＴ環境やデジタル化対応産業教育装置を積極的に活用し、専門分野に関

する知識・技術の深化と実践力の育成、将来の地域産業を支える人材の育成に向けた取組

を推進します。

◆ 各教科等の授業において、起業への理解促進や起業体験活動を推進します。

◆ 専門高校で学ぶ生徒に対して、脱炭素社会の実現に向けた意識の醸成と必要な資質能力

を身に付けた人材を育成します。
【主な取組】 （担当課：高校教育課／義務教育課）

主主なな取取組組とと内内容容 主主なな取取組組主主体体 予予算算

■ 探究・ＳＴＥＡＭ教育の充実に向けた取組

○ 大学等と連携・協働した課題解決型学習や研究発表会の実施

・ 各学校における課題研究の成果を発表する探究学習成果発表大会等
の機会の設定

県教委

・ 文理探究科などにおける大学や博物館等の訪問を通した課題解決型学習の実施
・ 地域社会の課題に基づく探究活動の実施

学校
（高）

○ 探究的な学習に資するプログラムを活用した取組の推進

・ 県教委が独自に開発した教育プログラム（まなびで“きびる”プロ
ジェクト）の活用促進

県教委

・ 課題発見能力の向上に資するプログラムを活用した授業の実施
・ プレゼンテーション能力の向上に資するプログラムを活用した授業の実施

学校
（小・中・高）

○ 生徒が切磋琢磨し、能力を伸長する機会の充実

・ 国内外の科学コンテストへの参加促進 県教委

・ 国際科学オリンピックへの参加
・ ＩＳＥＦ（国際科学技術フェア）等への参加

学校
（高）

○ 文理探究科における探究的な学習活動の推進

拡 「やまぐちサイエンス・サポート事業」、「ＤＸで未来を創る！やまぐ
ち探究レベルアップ事業」による文理探究科設置校の学習環境の充実

・ 探究学習の充実と教員の指導力向上に資する協議会の開催
県教委

・ 文理探究科の生徒が集う合同セミナーの実施
・ 課題研究の充実

学校
（高）

■ 理数教育の充実に向けた取組

○ 大学等と連携した体験的・探究的な学習活動の推進

・ やまぐちサイエンス・キャンプの開催
・ 「科学の甲子園」山口県大会（中学生・高校生対象）の開催

県教委

・ 大学等が主催する研究発表会への参加
・ 大学等の研究者から直接指導を受ける機会の創出

学校
（高）

○ 創造性等を高める指導方法の研究開発及び成果の普及

・ 理科授業改善研修会の実施（小・中）
・ 「サイエンスやまぐち」等の科学作品展・科学発表会の開催

県教委

・ スーパーサイエンスハイスクールにおける指導方法の研究開発及び成果の普及 学校（高）

＜＜国国参参考考資資料料＞＞

文部科学省／ 「外国語教育はこう変わる！」（随時更新）

文部科学省「高等学校外国語科におけるパフォーマンステスト参考資料」（Ｒ４ ７）

文部科学省「外国語の指導におけるＩＣＴの活用について」（Ｒ２ ９）

総務省「ＪＥＴプログラム外国語指導助手（ＪＥＴ－ＡＬＴ）活動事例集」（Ｒ５ ７）

文部科学省「英語教育改善プラン（平成 年度～）」

＜＜県県参参考考資資料料＞＞

高校教育課

ＩＣＴを活用した授業提案「外国語科における の活用について」（Ｒ６ １）

ＩＣＴを活用した授業提案「外国語科における の活用について」（Ｒ６ １）

東東部部地地域域ググロローーカカルル人人材材育育成成事事業業

１ 語学力育成プログラム 

（英会話レッスン） 

３ 国際交流体験プログラム 

（外国人との交流等） 

２ グローバル探究プログラム 

海外研修） 

４ ローカル探究プログラム 

（地域探究） 

ロ
ー
カ
ル
探
究 

自ら考え、物おじせず行動する力 

地域への意識・リーダーシップ 

語学力 

コミュニケーション力 

多様性や多文化共生への理解 

育てたい力 
５５ ググロローーカカルル・・ララボボ（（研研修修））
→事業全体を通じた研修事業
→グローバルとローカルの融合
→ローカライズ能力の育成

グ
ロ
ー
バ
ル
探
究 
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■ 高等学校の特色化・魅力化に向けた取組

○ 協働的・探究的な教育活動の充実

新新 「ＤＸで未来を創る！やまぐち探究レベルアップ事業」により探究的

な学習を推進する教員の育成や学習の質の高度化を支援
県教委

・ 岩国高校、徳山高校、山口高校、宇部高校、下関西高校、萩高校に

設置する文理探究科における次代を担う人材の育成や、総合型選抜等

多様化する大学入学者選抜への対応

学校
（高）

○ 組織的・計画的な教育活動の検証・改善

・ 学校運営協議会等の活用による、スクール・ポリシーを踏まえた、

日々の教育活動の組織的・計画的な実施及び検証・改善

学校
（高）

■ 職業教育の充実

○ 産業界のＤＸ化に対応できる人材の育成

・ 専門高校とデジタル技術を積極的に導入している県内企業との連携

による技術講習会や実習の推進

・ ものづくりへの興味・関心の喚起と知的好奇心の育成

県教委

・ 企業の技術者による学科の専門性に応じた技術講習会等の実施

・ ものづくり教室やものづくりイベント等の活用

学校

（小・中・高・特）

○ 資格取得や専門技術習得の促進

・ ＩＣＴを活用したオンライン講座の配信による学校や学科の枠を越

えた学びの場や機会の提供

・ 高度な専門知識や技術を身に付けた人材の育成

県教委

・ 山口マイスター等の熟練技能者の積極的な活用による技術講習会の実施

・ デジタル化対応産業教育装置を活用した資格取得講座の実施

・ 「介護職員初任者研修」等の実施

・ 「きらめき検定」（山口県特別支援学校技能検定）の活用

学校

（高・特）

■ 起業家教育（アントレプレナーシップ教育）の推進

○ 新たな価値の創造に取り組む姿勢や発想・能力等の醸成

・ 学科の専門性に応じた起業への理解促進や起業体験活動の推進 県教委

・ 地元企業や異なる学科と連携・協働した商品開発・販売等の教育活

動の実施

・ やまぐちハイスクールブランドプロジェクトを活用した起業体験活動の実施

・ 県及び経済団体等が主催するコンテストの活用

学校

（高・特）

■ 脱炭素等、これからの社会における成長分野を担う人材の育成

○ 専門高校とカーボンニュートラルの実現に向けて先進的に取り組む企業との連携による教

育活動の推進（企業から学ぶ！専門高校カーボンニュートラルプロジェクト）

・ 関連企業、 関連企業と連携した研修、研究の充実

・ 脱炭素化に取り組んでいる県内企業への理解促進
県教委

・ 学科の専門性に応じた研修や現場見学、現場実習等の実施
学校

（高）

○ 専門高校における研究活動の推進と成果の普及

・ 脱炭素化について学ぶ研修会や活動報告会の実施

・ やまぐちスマートスクールポータルサイトにおける研究成果の発信

県教委
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参参考考

探探究究・・ＳＳＴＴＥＥＡＡＭＭ教教育育のの充充実実にに向向けけたた取取組組 （担当：高校教育課）

主な指標
基準値

計画策定時
最最新新値値 目標値

令和９ 年度

県教委が独自に開発した探究的な学習に資する

教育プログラムを活用した公立高校の割合

％

令和４ 年度

％％

令令和和５５ 年年度度

産業界等と連携した学習活動（インターンシッ

プ、共同研究等）を行っている県立高校の割合

％

令和４ 年度

％％

令令和和５５ 年年度度

大学等と連携した理数教育に関する体験的・探

究的な学習活動に参加した普通科設置校の割合

％

令和４ 年度

％％

令令和和５５ 年年度度
％

新たな価値を創造する人材の育成に向け、文理探究科６校において、ＩＣＴ・ＡＩ等を活用

した文理横断的・探究的学習の高度化を図り、その取組・成果を広く県内に発信・横展開する

ことで、探究的な学習活動を推進します。

取取組組のの進進捗捗 pp--dd--CChheecckk--aa  

でで未未来来をを創創るる！！ややままぐぐちち探探究究レレベベルルアアッッププ事事業業

■ 高等学校の特色化・魅力化に向けた取組

○ 協働的・探究的な教育活動の充実

新新 「ＤＸで未来を創る！やまぐち探究レベルアップ事業」により探究的

な学習を推進する教員の育成や学習の質の高度化を支援
県教委

・ 岩国高校、徳山高校、山口高校、宇部高校、下関西高校、萩高校に

設置する文理探究科における次代を担う人材の育成や、総合型選抜等

多様化する大学入学者選抜への対応

学校
（高）

○ 組織的・計画的な教育活動の検証・改善

・ 学校運営協議会等の活用による、スクール・ポリシーを踏まえた、

日々の教育活動の組織的・計画的な実施及び検証・改善

学校
（高）

■ 職業教育の充実

○ 産業界のＤＸ化に対応できる人材の育成

・ 専門高校とデジタル技術を積極的に導入している県内企業との連携

による技術講習会や実習の推進

・ ものづくりへの興味・関心の喚起と知的好奇心の育成

県教委

・ 企業の技術者による学科の専門性に応じた技術講習会等の実施

・ ものづくり教室やものづくりイベント等の活用

学校

（小・中・高・特）

○ 資格取得や専門技術習得の促進

・ ＩＣＴを活用したオンライン講座の配信による学校や学科の枠を越

えた学びの場や機会の提供

・ 高度な専門知識や技術を身に付けた人材の育成

県教委

・ 山口マイスター等の熟練技能者の積極的な活用による技術講習会の実施

・ デジタル化対応産業教育装置を活用した資格取得講座の実施

・ 「介護職員初任者研修」等の実施

・ 「きらめき検定」（山口県特別支援学校技能検定）の活用

学校

（高・特）

■ 起業家教育（アントレプレナーシップ教育）の推進

○ 新たな価値の創造に取り組む姿勢や発想・能力等の醸成

・ 学科の専門性に応じた起業への理解促進や起業体験活動の推進 県教委

・ 地元企業や異なる学科と連携・協働した商品開発・販売等の教育活

動の実施

・ やまぐちハイスクールブランドプロジェクトを活用した起業体験活動の実施

・ 県及び経済団体等が主催するコンテストの活用

学校

（高・特）

■ 脱炭素等、これからの社会における成長分野を担う人材の育成

○ 専門高校とカーボンニュートラルの実現に向けて先進的に取り組む企業との連携による教

育活動の推進（企業から学ぶ！専門高校カーボンニュートラルプロジェクト）

・ 関連企業、 関連企業と連携した研修、研究の充実

・ 脱炭素化に取り組んでいる県内企業への理解促進
県教委

・ 学科の専門性に応じた研修や現場見学、現場実習等の実施
学校

（高）

○ 専門高校における研究活動の推進と成果の普及

・ 脱炭素化について学ぶ研修会や活動報告会の実施

・ やまぐちスマートスクールポータルサイトにおける研究成果の発信

県教委
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科学に対する興味・関心の喚起や、探究的活動に重点を置いた理数教育の充実など、質の

高い系統的・継続的な理数教育の推進を図ります。

文文理理探探究究科科ののねねららいい【【概概念念図図】】 担当：高校教育課

理理数数教教育育のの充充実実 担当：高校教育課／義務教育課

文系・理系分野の専門科目等を通じた高いレベルの学習

【発展的な学習】
大学・専門機関等と連携した学習

【先進的な学習】

自ら見つけた課題の解決に向けて他者と協働して取り組む学習

【探究的な学習】

や ま ぐ ち 燦 め き サ イ エ ン ス 事 業

ＹＳＥ事業

ヤングサイエンティスト拡大事業

裾野拡大 意欲向上

ＹＳＳ事業

能力伸長

ＹＳＣ事業

国際的な

科学技術系人材
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＜＜県県参参考考資資料料＞＞

高校教育課 やまぐちＩＣＴ新たな学びラボ（ＹＡＭＡ－ＬＡＢＯ）「ＩＣＴを活用した新たな学び」（まなびで‘’きびる‘’プロジェクト）

職職業業教教育育のの充充実実 担当：高校教育課／義務教育課／特別支援教育推進室

＜社会を支え産業の発展を担う職業人として必要な資質・能力の育成＞

〇 各職業分野に関する体系的・系統的な理解及び関連する技術の習得

〇 各職業分野に関する課題を発見し、職業人としての倫理観をもって合理的かつ創造的に

解決する力の育成

〇 職業人として豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築をめざして自ら学び、産業の

振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度の育成

ＩＩＣＣＴＴのの活活用用

〇 学校・学科の枠を越えた学びの場や機会の創出

〇 やまぐちスマートスクールポータルサイトにおける情報発信

山山口口県県産産業業のの将将来来をを担担うう人人材材のの育育成成

産産・・学学・・公公ととのの連連携携・・協協力力【企業、大学、関係機関等】

〇 企業実習受入、講師派遣 〇 若年技能者人材育成支援等事業

〇 次代を担う産業人材育成推進事業 〇 ものづくり産業技能向上対策事業 等

統一マーク 

商標登録第 6437234号 

山山口口魅魅来来（（ややままぐぐちちみみららいい））  

（（企企業業名名のの由由来来））  

・ 人々を魅了し、未来の子どもたちに山口の
魅力を知ってもらいたい。

・ 地域の人々と協力し、伝統を引き継ぎ、
未来を創り上げていく会社をめざす。

※１ やまぐちハイスクールブランドプロジェクト：専門高校等

で学ぶ生徒が、学科の枠を越え協働しながら起業体験活動や

商品開発及びブランド化等、新たな価値の創造につながる教

育活動を実施。模擬株式会社山口魅来（やまぐちみらい）の活

動を通したマーケティングに関するノウハウの構築・共有

化、新ブランドの確立・活用に取り組む。

科学に対する興味・関心の喚起や、探究的活動に重点を置いた理数教育の充実など、質の

高い系統的・継続的な理数教育の推進を図ります。

文文理理探探究究科科ののねねららいい【【概概念念図図】】 担当：高校教育課

理理数数教教育育のの充充実実 担当：高校教育課／義務教育課

文系・理系分野の専門科目等を通じた高いレベルの学習

【発展的な学習】
大学・専門機関等と連携した学習

【先進的な学習】

自ら見つけた課題の解決に向けて他者と協働して取り組む学習

【探究的な学習】

や ま ぐ ち 燦 め き サ イ エ ン ス 事 業

ＹＳＥ事業

ヤングサイエンティスト拡大事業

裾野拡大 意欲向上

ＹＳＳ事業

能力伸長

ＹＳＣ事業

国際的な

科学技術系人材
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